
 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

（1）2022年（令和 4年）8月 1日   新宮木協だより          第 149号  

昭和 44年 あけぼの地区内小公園 昭和 40年 本広寺 

昭和 47年 あけぼの木材会館竣工時 令和 3年 あけぼの木材会館敷地内 



 

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
42
回 

通
常
総
会 

書
面
議
決 

令
和

4

年

5

月

26

日

（
木
）
、
第
73
回
通
常
総
会
を

新
宮
木
材
会
館
大
会
議
室
に

於
い
て
開
催
（
組
合
員
25
名

の
内
、
本
人
出
席
15
名
、
代
理

人
出
席
1
名
、
委
任
状
出
席

7
名
、
合
計
23
名
）
。
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
対
策
と
し
て
消

毒
・
換
気
、
人
と
人
の
距
離
を

取
る
・
会
議
時
間
の
短
縮
等

を
講
じ
開
催
致
し
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
提
出
議
案
は

全
て
原
案
の
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
り
選
考
委
員
に
よ

り
理
事
8
名
、
監
事
2
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

例
年
な
ら
総
会
終
了
後
懇

親
会
を
開
き
、
組
合
員
の
親

交
を
深
め
て
い
ま
し
た
が
、

先
に
も
記
載
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
考
慮
し
、
今
回
の
懇

親
会
は
中
止
致
し
ま
し
た
。

又
、
16
年
間
理
事
を
勤
め
て

頂
い
た
吉
田
一
茂
氏
が
理
事

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き

に
渡
り
、
組
合
運
営
に
ご
尽

力
頂
き
誠
に
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 令
和
4･

5
年
度 

役
員 

 

理
事
長 

 

植
松 

浩 

副
理
事
長 

谷
口 

泰
仁 

〃 
 
 

瀬
古 

伸
一
郎 

理
事 

 
 

森
谷 

功 

〃 
 
 

岡
﨑 

武
人 

〃 
 
 

川
﨑 

康
弘 

〃 
 
 

速
水 

祥
久 

〃 
 
 

板
谷 

貴
史 

監
事 

 
 

山
下 

充
洋 

〃 
 
 

稲
垣 

幸
二 

 

                         

                         

            

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業

に
於
け
る
労
働
者
の
安
全
及

び
衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防

止
を
図
る
こ
と
が
目
的
の
本

分
会 

第
42
回
通
常
総
会
を

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
書
面
決
議
に
て

実
施
し
ま
し
た
。
全
議
案
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
令

和
4
年
度
も
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
、
会
員
が
安
全
に
作

業
で
き
る
よ
う
指
導
や
情
報

の
発
信
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

植松理事長開会の挨拶 

通常総会の様子 

新

宮

木

材

協

同

組

合 

第
73
回 

通 

常 

総 

会 

三 役 会 

運 営 全 般 

 

特 別 委 員 会 

理事長 植松   浩 

 谷口 泰仁 

 瀬古伸一郎 

事 務 局 

理 事 会 

活 性 化 

特 別 委 員 会 

財 務 

委 員 会 

総 務 

委 員 会 

◎植松  浩 

〇谷口 泰仁 
 

組合員 

全員が委員 

◎川﨑 康弘 

〇森谷  功 

速水 祥久 

稲垣 幸二 

吉田 一茂 

竹中 俊介 

久保 雅稔 

◎板谷 貴史 

〇稲垣 幸二 

岡﨑 武人 

川﨑 康弘 

山下 充洋 

吉田 一茂 

尾﨑 幸雄 

◎速水 祥久 

〇岡﨑 武人 

森谷  功 

板谷 貴史 

山下 充洋 

三島 正人 

稲田 万芳 

竹中 俊介 

↑ 
担当：植松理事長 

↑ 
担当：谷口副理事長 

↑ 
担当：瀬古副理事長 

(新宮港関係担当) (熊野材利用推進担当) 

理 事 長 （組合運営組織図） 

◎は委員長 

〇は副委員長 

第 149号            新宮木協だより  2022年（令和 4年）8月 1日（2） 

【
脱
退
】 

 
 

井
上 

章
一
氏 

 

【
持
分
譲
渡
】 

竹
中 

康
策
氏 

⇓ 
 
 

竹
中 

俊
介
氏 

 

【
代
表
者
変
更
】 

㈲
日
光
木
材 

 
 

岡
﨑 

武
人
氏 

⇓ 
 
 

岡
﨑 

俊
樹
氏 

組合員の動静 



 

木
霊
塔
工
事
の
進
捗 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 

 

私
ど
も
5

月
26

日
の
総

会
に
て
当
組
合
の
理
事
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

玉
置
前
理
事
長
か
ら
就
任

の
誘
い
を
受
け
て
か
ら 

16

年
、
組
合
員
の
方
々
、
理
事
会

の
方
々
、
事
務
局
の
方
々
、
皆

様
の
お
か
げ
で
何
と
か
勤
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

理
事
と
し
て
お
役
に
立
て

た
か
ど
う
か
自
信
が
無
く
申

し
訳
な
い
限
り
で
す
が
、
私

個
人
と
し
て
は
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。 

 

有
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

祖
父
が
木
材
業
を
始
め
て

約
100

年
、
次
男
で
あ
る
父
が

独
立
し
て
65

年
、
私
が
こ
の

業
界
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
46

年
、
今
日
ま
で
木
と
共

に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。 

 

実
際
に
木
材
業
界
に
携
わ

っ
て
み
て
、
状
況
の
厳
し
さ

に
直
面
、
自
分
の
対
応
力
の

無
さ
に
悩
み
、
苦
し
む
日
々

で
し
た
。 

 
そ
れ
で
も
元
々
木
が
好
き

で
、
木
と
触
れ
合
う
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

な
ん
と
か
事
業
を
継
続
し
て

き
ま
し
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

火
災
と
水
害
に
よ
る
二
度

の
工
場
全
滅
、
家
族
の
死
、
自

身
の
病
気
、
世
の
中
の
劇
的

な
状
況
変
化…

 

情
け
な
い

こ
と
に
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か

り
で
し
た
。 

 

未
だ
に
ケ
ジ
メ
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
取
り

掛
か
り
ま
す
。 

 

今
改
め
て
お
金
の
大
切
さ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
人
生
が
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る 

こ
と

を
感
じ
ま
す
。 

 

と
同
時
に 

し
あ
わ
せ
に

な
る
こ
と 

や
っ
ぱ
り
最
終

目
的
は
こ
れ
か
な
？
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。 

 

さ
さ
や
か
な
、
小
さ
な
し

あ
わ
せ
を
見
つ
け
て
い
き
た

い 

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
一
般
の
組
合

員
と
し
て
組
合
行
事
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

植
松
理
事
長
を
は
じ
め
と

す
る
組
合
員
の
皆
様
、
事
務

局
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

み
な
さ
ん
、
し
あ
わ
せ
に

な
っ
て
下
さ
い
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

   

 

昨
年
の
6
月
に
締
結
し
た

県
道
拡
幅
工
事
の
関
係
で
木

霊
塔
施
設
が
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
10
月
15
日
の
木
霊
塔
行

事
に
間
に
合
う
形
で
移
転
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
再
利
用
分
は
一
時

的
に
撤
去
し
、
会
館
裏
に
保

管
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
土
地

の
平
行
出
し
・
基
礎
の
掘
削

等
土
盤
工
事
を
進
め
て
い
る

状
況
に
な
り
ま
す
。 

             

 

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記

念

市

を

3

月

18

日

（
金
）・
午
前
10
時
か
ら
開
催

し
ま
し
た
。
出
材
量
も
多
く
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か

ら
単
価
も
高
い
状
態
と
な
り

記
念
市
は
盛
況
に
終
わ
り
ま

し
た
。 

 

集
荷
量…

１
、
５
４
４
㎥ 

平
均
単
価…

 １
万
３
３
０
０
円 

杉…

１
万
２
７
０
０
円 

桧…

１
万
６
７
０
０
円 

          

（3）2022年（令和 4年）8月 1日   新宮木協だより          第 149号  

記念市の風景 

木霊塔施設の撤去工事 

理
事
退
任
の
挨
拶 

吉
田 

一
茂 

 



 

新
宮
・
紀
宝
道
路
及
び
県
道
工
事
関
係 

木
材
会
館
ト
イ
レ
改
修 

木
育
教
室 

（
木
協
事
務
局
主
催
） 

 
【
新
宮
・
紀
宝
道
路
本
線 

盛
土
工
事
】 

今
年
３
月
末
で
新
宮
・
紀

宝
道
路
工
事
の
本
線
盛
土
工

事
の
内
今
回
の
工
期
分
が
完

了
し
、
木
材
会
館
の
屋
上
と

変
わ
ら
な
い
高
さ
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
で
は
残

り
の
盛
土
工
事
を
行
な
い
盛

土
工
事
は
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
管
理
用

道
路
も
併
せ
て
完
成
し
、
工

事
用
地
に
面
し
た
下
貯
木
場

山
側
・
海
側
の
未
舗
装
だ
っ

た
組
合
敷
地
約 

1
ｍ
分
も

舗
装
が
完
了
し
、
全
面
が
利

用
可
能
と
な
り
、
組
合
員
に

本
来
の
姿
で
お
貸
し
し
て
お

り
ま
す
。 

          

 

【
木
材
会
館
前
駐
車
場 

舗
装
改
修
工
事
】 

木
材
会
館
前
県
道
拡
幅
工

事
の
関
係
で
駐
車
場
と
の
段

差
が
生
じ
、
出
入
口
の
段
差

解
消
を
図
る
た
め
駐
車
場
の

ア
ス
フ
ォ
ル
ト
舗
装
に
つ
い

て
全
面
的
な
改
良
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

                    

 

木
材
会
館
も
建
設
以
来
50

年
が
経
過
し
、
各
所
傷
み
が

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
利
用
頻
度
と
衛
生
面
を
考

慮
し
、
会
館
ト
イ
レ
の
一
新

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
曖
昧

だ
っ
た
男
女
の
区
別
は
勿
論
、

水
洗
の
自
動
化
や
自
動
蛇
口

等
コ
ロ
ナ
で
見
直
さ
れ
た
非

接
触
に
重
き
を
置
い
た
改
修

と
な
り
ま
す
。
1
階
は
既
に

男
性
専
用
ト
イ
レ
と
し
て
工

事
が
完
了
し
て
お
り
、
2
階

は
女
性
専
用
ト
イ
レ
と
な
る

よ
う
改
修
工
事
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

            

 

当
組
合
の
事
務
局
（
山
本
）

が
主
体
と
な
り
、
学
習
と
体

験
を
セ
ッ
ト
に
し
た
木
育
教

室
を
昨
年

12

月
か
ら
毎
月

1
回
、
計
6
回
（
2
月
は
コ

ロ
ナ
で
中
止
）
開
催
し
て
い

ま
す
。
事
務
局
が
出
来
る
範

囲
の
中
で
、
一
般
の
方
に
木

や
木
材
の
仕
事
を
理
解
し
、

木
を
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い

と
始
め
ま
し
た
。
学
習
は
木

の
事
か
ら
始
ま
り
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
木
材
業
者
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

木
工
体
験
は
開
催
月
に
ち
な

ん
だ
題
材
が
大
変
好
評
で
毎

回
参
加
上
限
の
5
組
に
参
加

頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
出

来
る
範
囲
内
で
細
く
長
く
続

け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

         

                               

第 149号            新宮木協だより  2022年（令和 4年）8月 1日（4） 

新宮・紀宝道路盛土工事 

（木材会館屋上より撮影） 

舗装改修工事後の姿 

改修前 改修後 

4 月の題材『カンナ屑フラワー』 

原木市場について学習 5 月の題材『木製兜』 木工体験の様子 



 

 
日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連

合
会
第
67
回
全
国
会
員
北
海

道
大
会
が
5
月
27
日
、
28
日

の
2
日
間
で
行
わ
れ
、
式
典

会
場
は
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
懇
親
会
は
、
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
念
公
演
で
は
日
本

木
青
連
の
5
つ
の
委
員
会
の

委
員
長
が
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
委
員

長
を
や
っ
て
良
か
っ
た
事
や

委
員
会
を
や
る
と
何
が
出
来

る
か
等
を
面
白
お
か
し
く
話

し
合
い
ま
し
た
。
又
、
昨
年
実

施
し
た
木
工
展
で
三
賞
を
受

賞
し
た
作
品
を
全
国
木
工
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
し
た
と

こ
ろ
、
三
輪
崎
小
学
校
6
年

生
（
当
時
）
の
西 

亜
紀
人
く

ん
の
作
品
が
「
林
野
庁
長
官

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

（
岡
﨑 

俊
樹
） 

        

                               

  

今
年
の
親
子
木
工
教
室
は

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
高
田
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
屋
外

で
7
月
31
日
（
日
）
に
開
催

す
る
予
定
で
し
た
。 

し
か
し
、
急
激
な
コ
ロ
ナ

感
染
の
拡
大
を
受
け
、
急
遽

キ
ッ
ト
の
配
布
へ
と
切
り
替

え
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
が
何
ヶ
月
も
前
か
ら
準

備
を
進
め
て
来
た
だ
け
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

と
も
あ
れ
7
月
31
日
（
日
）

に
実
施
し
た
キ
ッ
ト
配
布
は

無
事
終
了
し
、
作
成
し
た
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
も
大
変
好

評
で
、
キ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ

た
方
々
か
ら
多
く
の
コ
メ
ン

ト
と
完
成
写
真
を
頂
き
形
を

変
え
て
で
も
開
催
し
て
良
か

っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

又
、
ご
協
力
頂
い
た
関
係

各
所
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
加
藤 

栄
作
） 

 

                               

                               

木 

工 

教 

室 

親 

子 

（5）2022年（令和 4年）8月 1日   新宮木協だより          第 149号  

会場での1枚 

6
月
22
日 

表
彰
状
の
伝
達 

作品名『木のくつ』 野地会長から西君へ伝達 

前日準備の様子 高田でのキット配布 

木材会館でのキット配布 配布用のキット 

送られてきた完成写真 

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会 

第

回
全
国
会
員 

 
 

 
 

 

北
海
道
大
会 



 

                               

                               

 
事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
27
日
（
土
） 

9
月
24
日
（
土
） 

10
月
22
日
（
土
） 

11
月
26
日
（
土
） 

12
月
24
日
（
土
） 

 

          

 

◇
今
月
号
の
表
紙
は
毎
年
10

月
15
日
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
木
霊
塔
建
立
供
養
式

の
場
所
の
移
り
変
わ
り
を

紹
介
し
ま
し
た
。
昭
和
26

年
か
ら
43
年
ま
で
は
本
広

寺
山
内
で
、
昭
和
44
年
か

ら
46
年
ま
で
は
会
館
近
く

の
小
公
園
で
、
そ
し
て
昭

和

47

年
か
ら
令
和
3
年

ま
で
は
木
材
会
館
の
建
設

に
伴
い
会
館
前
庭
に
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
県

道
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
施

設
の
移
転
が
余
儀
な
く
さ

れ
現
在
同
敷
地
内
で
施
設

の
移
転
工
事
中
で
あ
り
、

近
い
内
に
は
仕
上
が
り
、

今
年
の
10

月
15
日
に
は

新
し
い
施
設
に
て
式
典
が

挙
行
出
来
る
予
定
で
す
。 

 

◇
5
月
の
通
常
総
会
を
も
っ

て
吉
田
一
茂
氏
が
理
事
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
16
年

間
の
長
い
間
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
今
後
共
体

調
に
配
慮
さ
れ
業
界
の
為

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

樹
種 

形 状 

令和 4 年 備 考 

5 月 6 月 7 月 
長さ 

（m） 

径 

（cm） 

杉 

4m 小丸太材 
8,900 
(7,700) 

9,200 
(8,000) 

9,000 
(8,200) 4 6～13 

3m  14～20 
11,800 

(12,300) 
12,100 

(11,700) 
9,700 

(11,800) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
14,100 

(12,900) 
13,500 

(13,100) 
10,700 

(14,200) 3 22～ 

4m  14～22 
12,500 

(10,900) 
11,200 

(11,800) 
11,400 

(13,000) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
14,300 

(13,500) 
12,600 

(13,700) 
12,400 

(14,300) 4 24～ 

檜 

4m 小丸太材 
8,200 

( ― ) 
― 

(8,100) 
9,000 
(9,600) 4 6～13 

3m  14～20 
16,900 

(13,500) 
11,900 

(15,100) 
11,500 

(15,100) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
17,200 

(15,600) 
12,300 

(15,200) 
12,400 

(15,000) 3 22～ 

4m  14～22 
17,400 

(12,700) 
18,400 

(21,600) 
17,800 

(23,500) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
19,300 

(18,000) 
18,000 

(21,700) 
16,500 

(23,300) 4 24～ 

杉総平均単価 
13,200 

(12,600) 
12,000 

(13,000) 
11,500 

(13,400)  

檜総平均単価 
17,400 

(15,700) 
17,000 

(19,200) 
13,800 

(21,100)  

総平均単価 
14,000 

(13,600) 
12,800 

(14,100) 
12,100 

(14,600)  

 

末 社 詣 り 

組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元日にあたる 2 月 1 日（火）に行ないました。今回もコロナ禍の中と
いうこともあり、限定した参加者で速玉大社を参拝し、末社は三役が代表して参拝するという変則的な参
拝方法となりましたが、神社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。又、例年なら各神社を
参拝後、伝統の「どじょう汁」に舌つづみをうつはずでしたが、今回も懇親会を中止したことにより 2 年
連続どじょう汁がお預けとなり、例年とは違う旧元日となりました。（参加者 6名） 
（速玉大社－牛鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 

神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社
せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 

烏止野神社での玉串拝礼 

第 149号            新宮木協だより  2022年（令和 4年）8月 1日（6） 

阿須賀神社より遥拝（神倉） 参加者全員で速玉大社参拝 

◆
事
務
局
お
盆
休
み 

8

月
12

日
（
金
） 

～
17

日
（
水
） 

 

◆
第
44

回 

児
童･

生
徒 

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
開
催 

10

月
1

日
（
土
） 

～
2

日
（
日
）

 
 

◆
第
63

回
木
霊
塔
建
立
供
養
式 

献
木
者 

新
宮
木
材
協
同
組
合 

 
 
 
 

10

月
15

日
（
土
） 

 ◆
新
宮
秋
ま
つ
り
記
念
市 

10

月
18

日
（
火
） 

 

木協行事 

㎥単価 （ ）は令和 3 年度 


